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　 ３ 月の定例教育委員会のお知らせ

本年度の様々な取り組みを県の大会で発表しました。

日時　 ３ 月1３日㈭　１３時３０分～

場所　市役所　第 ２ 委員会室（自由に傍聴できます）

■問い合わせ　教育委員会 教育総務課　☎７５−３４５０
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借金の相談は無料で随時受け付けます。民事・刑事の身の回りの問題もご相談ください。

過払い請求借金問題
○サラ金からの借金を完済された方、時効前（10年）であれば、過払い請求が可能です。
○過払いの請求の場合、着手金不要（解決後、報酬金のみ）裁判までします。（印紙代等の実費は負担）

営業時間    平日 9：00～18：00　土曜 9：00～12：00　日曜・祝日休

弁護士 高﨑繁行（佐賀県弁護士会所属）
高﨑繁行法律事務所
唐津市千代田町2109-17 くりはらビル1F

TEL 0955-70-0315

広 告

■問い合わせ
　教育委員会 学校教育課
　　　　　　☎７５−２２２７

● 連載 №1２　 ●　スタート！小中一貫教育

小中一貫校での教育実践の成果

　各小中一貫校では、部活動や委員会等地域でのボ
ランティア活動をはじめ、心の教育の推進や読書
チャレンジへの取り組みなど特色のあるの教育実践
に取り組んできました。 
　今月号では、本年度受賞した各小中一貫校の日頃
の教育活動を紹介します。 

今後の予定
　■平成２５年度市内小中一貫校の『卒業証書授与式』
　　○小学部　 ３ 月２０日㈭　○中学部　 ３ 月１４日㈮
　■平成２６年度市内小中一貫校の『入学式』
　　○小中合同実施　 ４ 月１０日㈭
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『実践的防災教育総合支援事業』への取り組み
小中一貫校　東部校小学部

　この事業は、文部科学省主催の教職員や児童生徒の防災に
対する意識を高め、防災に関わる指導方法の開発・普及のた
めの支援事業です。市では、東部校(昨年度は中学部、本年度
は小学部)で本事業に取り組んでいます。
　本年度の実践内容
・ 生活避難体験活動(旧納所小体育

館での １ 泊 ２ 日の体験活動)
・被災地(大分県日田市)の見学
・体験学習
・中学生へのインタビュー
・実践・体験内容の紹介

▲旧納所小体育館での
　生活避難体験活動

行政からのお知らせ


